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春到来！
庭やテラスで楽しみましょう

その他、以下のような植物があります。
ビワ Eriobotrya japonica（またはloquat neflier du 
Japon）
樹高4～5mの小さい木で、美味しい実をならせま
す。枯れることのない大きな葉が庭の装飾に適し
ています。

ボケ Chaenomeles japonica
美しい赤い花を咲かせ装飾用ですが、実は食用で
ジャムに使われます。

ミヤマシキミ Skimmia japonica
成長の遅い低木で冬に花を咲かせ、クリスマスの
頃赤い実をつけます。真っ赤な花と実を付ける
Rubella、緑の花と実をつけるKew greenなどいろ
いろな栽培品種があります。日陰で育ち、冬でも
葉は枯れません。

ゼンマイ Osmunda japonica　 
fougere royale du Japonとも呼ばれます。
日陰の湿気のあるところに育ち、若葉は食用にな
ります。

ヤブムラサキ Callicarpa japonica
葉はグレーがかった緑で、軽く下向きに生えます。
冬の植物では珍しい紫の実をつけますが、この実は
人間には毒で、鳥の好物となっています。水はけの
良いところならどんな条件でも育ちます。

記事作成に当たり、VelvetCaféの協力を得ました。

蘭を中心にブリュッセルでは珍しい品種の植物を扱っています。
お店でも手入れ法、肥料のやり方などアドバイスをもらえます。

VelvetCafé  
Chaussée de Charleroi 161, 1060 Bruxelles
月 14～18h45、火 - 土  10h30～19h、日休み
www.velvetine.be

　先月は日本原産の室内植物についてでしたが、今
月は屋外の植物について解説しましょう。
　日本の春の象徴、桜は10m近くにも伸びる木で、
せん定をするか大きな庭を持っていないと育てられ
ません。その他の屋外植物にはどんなものがあるで
しょう･･･。

カエデ Acer palmatum
庭園といえば樹高3～4mのカエデが思い浮か

びます。京都の植物園には10m以上もの大木

を見かけます。数百ある品種のうち春から秋

にかけて葉が真っ赤になる「Bloodgood」、葉

が鋸歯（きょし）状の「Dissectum」、葉が

オレンジ色の「ミズクグリ」が一般的です。

とても珍しい栽培品種には、緑の葉に赤のふ

ちの「Shu shidare」、細い葉の「Koto no 
ito」があります。

カエデは、弱酸性の湿った土地に生息し、土

地が乾いてしまうと葉が枯れ落ちてしまいま

す。そして、再び葉が生えるのは、翌年の春

になります。

ツバキ Camellia
庭で陰になるところがあれば、日本のツバキ

をお勧めします。樹高6m前後の木で2～3月
に花が咲きます。豊富な栽培品種があり、ピ

ンクに白のふちの花を咲かせる「光源氏」や

アシヤと呼ばれる赤い花のものがあります。

カエデと同様乾いた土地を嫌い、直射日光を

避ける必要があります。

スイカズラ Lonicera japonica = Chevrefeuille  japonais
 夏中良い香りを放つ、つる性植物のスイカズ

ラには品種がいくつかあります。なかでもよ

く知られているのがとても香りの良い「Hall’s 
prolific」、花の中心が赤い「red world」です。

しっかり花を咲かせるには、日光のよく当た

るところに植えることです。スイカズラは蜂

を引きつけるので、ガーデンテーブルの近く

に植えないほうがいいでしょう。

アセビ Pieris japonica
手入れのいらない簡単な植物なら樹高最高

3mのアセビがあります。花の季節には小さ

な白い花を咲かせます。春先に赤く芽吹き周

りが白い葉を持つ「Flaming silver」や真紅

の「Mountain fire」もあります。

 栽培は簡単で、少量の光と軽い湿気のあると

ころに植えておけば、自然に育ちます。
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